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研究成果の概要（和文）：アジア地域における通過儀礼と社会変容について、各地の遺跡出土古人骨と発掘情報から研
究を行った。古人骨の歯牙を用いて復元した親族関係から社会変容を推定し、通過儀礼（葬送行為・抜歯風習）の変容
との関係を明らかにした。その結果、アジア地域においては国家成立前段階の中央政権もしくは国家の周辺域において
、親族関係の変容が遅れるという先行研究を追認し、加えて通過儀礼の変容も遅れることから、部族から国家に至る社
会変容と通過儀礼が連動しているというモデル化を行った。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to reconstruct the interrelationship between ritual and social 
complexity of ancient Asia, specifically peripheral area around the ancient states, in terms of 
osteo-archaeological perspective.Two methods were adopted for the reconstruction of ritual and social 
spheres.Kinship, one crucial aspect of society to estimate social complexity, was reconstructed by using 
tooth crown measurement analysis. The rite of passage was also reconstructed by osteo-archaeological 
analysis of ritual tooth ablation and mortuary practice.
The results reconfirmed previous outcomes that the transformation of kinship had time lag in peripheral 
area from ancient state. And integration of the dynamics of social and ritual aspects in peripheral area 
revealed that the rite of passage was co-transformed with the kinship during the formation process of 
state afterward tribal social complexity.

研究分野： 人骨考古学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1）国内外の研究動向 

これまでの申請者の研究において東アジ

アにおける部族社会の変容と通過儀礼とし

ての抜歯風習の変容の関連を明らかにして

きたが（舟橋 2010 など）、この成人抜歯衰退

以降も低施行頻度ながらも抜歯習俗が維持

されていることが古くから指摘されており、

日本列島・韓半島の低施行頻度の抜歯風習の

うち一部に関しては服喪儀礼に際するもの

であることが指摘されていた（田中 1995：

1996）。 

このうち古墳時代の服喪抜歯に関しては、

家長権継承システムと服喪抜歯の施行率・施

行対象の変化が関連していることが指摘さ

れていた(田中 1995)。一方で、アジア以外の

地域においてもヨーロッパやハワイ諸島の

先史時代・歴史時代において施行頻度の低い

抜歯事例に関する研究が行われており

(Pietrusewsky and Douglas, 1993、

Robb1997)、社会の変化と儀礼の変化が結び

ついている可能性が指摘されていた。 

 

(2）着想に至った経緯：通過儀礼と社会変容

の結びつき 

申請者の研究や上述の古墳時代服喪抜歯

風習の研究により、成人儀礼の衰退期の様相

や抜歯風習の儀礼自体の変化や施行対象者

の変化が明らかにされており、部族社会のみ

でなく首長制段階以降においても抜歯儀礼

の変化と社会の変容が密接に結びついてい

ると予測された。 

但し、成人儀礼衰退時期の低施行率の抜歯

儀礼に関する研究は、上述の古墳時代抜歯風

習の研究以外は施行率の加齢変化に基づく

年齢推定のみで前出の古墳時代の研究例以

降、施行年齢等の形質人類学的手法に基づい

た研究は全く進んでいなかった。成人儀礼衰

退時期は東アジアの諸地域および日本列島

の内で地域差があり、抜歯変化の様相も地域

差が想定された。一方で、近年も成人儀礼衰

退期以降の抜歯事例に関する研究成果が出

されたが、全く施行年齢等の形質人類学的デ

ータ・分析に基づいていない抜歯事例収集に

終始していた（春成 2007）。 

加えて、申請者の研究成果により服喪抜歯

風習が衰退した地域においても、葬送儀礼の

中にその痕跡を残した類似行為が存在する

ことが明らかになってきており（舟橋 2010）、

抜歯風習のみでなく葬送行為も含めた通過

儀礼変容プロセス解明の必要性があった。 

加えて、社会の進化段階と儀礼を対比する

ために社会の進化段階を評価する必要があ

り、そのための基礎作業として葬送習俗及び

そこから復元される親族関係に関しても分

析を行う必要があった。 

したがって、アジア諸地域の抜歯施行頻度

が低くなった時期の人骨を実際に観察する

あるいは報告書等に基づきデータ収集する

ことにより抜歯事例を発見し、施行年齢等形

質人類学的データに基づいて儀礼を推定す

ることは急務であった。また、葬送行為に見

られる抜歯儀礼の痕跡行為の有無および内

実を明らかにし、諸地域における儀礼変容の

実態を解明する必要もあった。加えて、歯冠 

段階に関しても検討を行う必要があった。 

 

２．研究の目的 
 本研究の目的は、アジア諸地域において見

られる低施行頻度の抜歯風習・葬送行為を主

な研究対象とし、社会の複雑化と儀礼の抽象

化のモデル化を行うことにあった。本研究は、

これまで形質人類学・考古学・民族誌学のい

ずれかの方法に偏ってアプローチされてき

たアジア地域における抜歯研究を、考古学・

形質人類学双方の方法によって総合的に分

析する点に特色があり、また、得られた分析

結果に関して民族誌学的事例との対比から

考察を行い、アジアの各時期・地域ごとに抜

歯の社会的意味を解明する点が本研究の目

的であった。これにより、列島を含むアジア

諸地域における儀礼の役割の比較検討およ

び部族社会以降の社会変容と通過儀礼の関

係を明らかにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 
本研究では、アジアの諸研究機関において

先史・古代遺跡出土古人骨を実際に観察する

ことによりデータを収集しようと試みた。古

人骨に関しては、形質人類学・歯科学的手法

を用いて抜歯風習に関するデータを収集・分

析した。加えて考古学的手法を用いて葬送行

為に関する情報の精査・分析を行い、抜歯個

体の社会的地位を明らかにし抜歯儀礼の復

元を行うとともに、人骨に供献された歯牙や

代替品の存在を明らかにした。これにより抜

歯風習及び抜歯儀礼が抽象化された行為の

復元を試みた。さらに、世界の民族事例を集

めた HRAF 資料を用いて、未開社会の通過儀

礼の事例収集を行い、抜歯を伴う通過儀礼解

明の手がかりとした(図 1)。 



図 1 本研究の方法的特色 

 

加えて、社会進化段階の解明に関しては、

墓地から復元される葬送行為とともに歯冠

計測値を用いた血縁関係の推定方法を行い、

親族関係の推定を行った。この結果と先行研

究における社会進化段階の評価を総合して

分析対象集団の社会進化段階に関する評価

を行った。 

以上のように形質人類学・考古学的手法を

用い、補足的に民族学的情報を用いることに

より、抜歯衰退期前後にあたると考えられる

アジアの部族社会変容期以降の抜歯風習及

び代替行為の解明とそれに基づく通過儀礼

と社会変容のモデル化を行った。 
 
４．研究成果 
 多分野に渡る研究手法を用いることによ

り、考古学的手法のみからでは明らかにし得

なかった抜歯風習の具体像を明らかにし、考

古学における学際的研究手法採用の有効性

を示した。具体的には、①中国周辺域として

の中央アジア・台湾・韓半島・日本列島にお

ける儀礼変容の遅れ、②日本列島の大和政権

周辺域である関東・南近畿・南九州地方にお

ける社会変容の遅れと葬送儀礼・抜歯儀礼変

容の遅れ、を明らかにした。半島・列島の研

究成果に関しては論文および学会において

成果を公開した（図 2・図 3・図 4 など）。 

 

加えて、抜歯風習という儀礼を通して、ア

ジア全域の社会変容に見られる共通性およ

び地域的独自性を明らかにすることも可能

であり、アジア史復元に大きく寄与するのみ

ならず、それに基づく社会の複雑化と通過儀

礼のモデル化を行い、人類社会研究に大きく

貢献することが可能となった。 
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